


研究の概要:

  小児慢性特定疾患治療研究事業の効果的な運用のため、平成 9 年度、「小児慢性特定疾

患治療研究事業の評価に関する研究」(主任研究者、柳澤正義)が組織され、診断根拠とな

る症状や検査結果を記入する医療意見書を、小慢疾患 10 疾患群用と成長ホルモン治療用

と、それぞれについて作成し、その内容を効率よくコンピュータ一入力するデータベース

(案)を作成した。

  本研究班では、小慢対象疾患の ICDl0 コードの一部を見直し、各疾患ごとの発病率や罹

患率、地域別、男女別、出生年別、発病年月別、症状別、検査結果別、経過別等の登録数

の把握を容易にした。また、小慢疾患登録時に自動的に、計算、表示できる内容を検討し

た。患児の年月齢、発病年月齢、成長ホルモン治療の判定基準となる参考値、「内分泌疾

患」や「糖尿病」における肥満度やカウプ指数等を、医療意見書の内容の入力時に自動的

に表示、かつ出力できるようにした。


